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元気な事業所紹介 有限会社アバロン（利府松島商工会）
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ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

外
出
自
粛
や
休
業
要
請
な
ど
経
営

活
動
が
制
限
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
状
況

が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
国
等
関
係

要
路
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
影
響
を
受
け
続
け

る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
売
上

回
復
や
雇
用
維
持
等
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
支
援
策
の
充
実
に

つ
い
て
陳
情
・
要
望
活
動
を
行
っ

た
。ま

た
、
商
工
会
の
経
営
発
達
支

援
計
画
に
つ
い
て
は
、
東
北
経
済

産
業
局
と
連
携
し
、
商
工
会
毎
に

個
別
相
談
会
を
開
催
し
策
定
を
支

援
し
た
結
果
、
申
請
し
た
す
べ
て

の
商
工
会
が
更
新
認
定
を
受
け

た
。更

に
、
県
に
要
望
し
た
『
宮
城

県
商
工
会
等
感
染
症
対
策
強
化
支

援
事
業
』
に
つ
い
て
は
、
県
下
三

十
三
商
工
会
及
び
本
会
に
対
し
補

助
金
が
交
付
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
経
営
相
談
等
が
可
能
に
な

る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た

支
援
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

な
お
、
平
成
二
十
七
年
度
に
策

定
さ
れ
た
『
商
工
会
等
職
員
定
数

管
理
計
画
』
の
中
間
見
直
し
協
議

で
は
、
県
知
事
並
び
に
県
議
会
に

対
し
、
商
工
会
の
支
援
体
制
の
拡

充
と
小
規
模
事
業
者
を
直
接
支
援

す
る
職
員
の
維
持
・
確
保
に
つ
い

て
要
望
し
た
結
果
、
職
員
十
六
名

の
削
減
が
凍
結
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

今
後
も
、
小
規
模
事
業
者
の
成

長
及
び
持
続
的
な
発
展
に
お
け
る

商
工
会
の
重
要
性
を
県
に
訴
え
、

更
な
る
支
援
体
制
の
拡
充
と
強
化

に
向
け
、
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
。」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
令
和
二
年
度
の
共
済

事
業
並
び
に
会
員
増
強
に
お
い
て

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
九
商
工
会

を
代
表
し
て
、
加
美
商
工
会
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

議
案
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
丸

森
町
商
工
会
白
木
会
長
を
議
長
に

選
出
し
、
提
出
さ
れ
た
令
和
二
年

度
事
業
報
告
や
収
支
決
算
な
ど
の

五
議
案
は
慎
重
な
る
審
議
の
結

令
和
三
年
度
の
本
会
通
常
総
会

が
、
五
月
二
十
七
日
、
ホ
テ
ル
メ

ル
パ
ル
ク
仙
台
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
国
、
県
及
び
関
係
機
関
へ
の

ご
来
賓
の
案
内
を
見
合
わ
せ
、
規

模
を
縮
小
し
な
が
ら
の
開
催
と
な

っ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
各
商
工
会
の

総
会
・
総
代
会
に
お
い
て
、
新
た

に
就
任
さ
れ
た
十
二
商
工
会
長
、

県
青
連
会
長
、
県
女
連
会
長
を
紹

介
し
た
。

佐
藤
会
長
は
開
会
挨
拶
で
、「
昨

年
度
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

会
長
に
佐
藤
浩
氏（
前
み
や
ぎ
仙
台

商
工
会
長
）が
再
任

︱
令
和
三
年
度
通
常
総
会
︱

開会挨拶をする佐藤会長

新型コロナ対策のため席間隔をあけての開催

◆
新
役
員
名
（
敬
称
略
）
◆

会
長

佐
藤　
　

浩（
再
）

（
み
や
ぎ
仙
台
商
工
会
）

副
会
長

橋
本　

孝
一（
新
）

（
東
松
島
市
商
工
会
長
）

副
会
長

佐
藤　

正
彦（
新
）

（
蔵
王
町
商
工
会
長
）

副
会
長

安
住　

政
之（
新
）

（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
長
）

専
務
理
事　

稲　

妻　

敏　

行（
再
）

理　

事　

小　

島　

哲　

夫（
再
）

（
名
取
市
商
工
会
長
）

　

〃　
　

加　

藤　

泰　

彦（
再
）

（
角
田
市
商
工
会
長
）

　

〃　
　

庄　

司　

俊　

充（
新
）

（
み
や
ぎ
仙
台
商
工
会
長
）

　

〃　
　

福　

田　

正　

朗（
再
）

（
利
府
松
島
商
工
会
長
）

　

〃　
　

渡　

邉　

新　

美（
再
）

（
遠
田
商
工
会
長
）

理　

事　

佐　

藤　

倫　

治（
新
）

（
一
迫
花
山
商
工
会
長
）

　

〃　
　

熊　

谷　

敏　

明（
新
）

（
登
米
中
央
商
工
会
長
）

　

〃　
　

齋　

藤　

富　

嗣（
再
）

（
石
巻
市
牡
鹿
稲
井
商
工
会
長
）

　

〃　
　

千　

葉　
　
　

光（
新
）

（
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
）

　

〃　
　

塩　

澤　

洋　

子（
新
）

（
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
）

監　

事　

櫻　

井　

俊　

寛（
新
）

（
大
河
原
町
商
工
会
長
）

　

〃　
　

中　

島　

信　

也（
新
）

（
加
美
商
工
会
長
）

　

〃　
　

今　

野　

秀　

俊（
新
）

（
登
米
み
な
み
商
工
会
長
）

◆
表
彰
受
賞
商
工
会
◆

共
済
事
業
優
良
商
工
会

（
年
度
実
績
表
彰
）

①
新
規
加
入
上
位
商
工
会

　

七
ヶ
宿
町
商
工
会

　

玉
造
商
工
会

　

遠
田
商
工
会

　

本
吉
唐
桑
商
工
会

②
加
入
率
増
加
上
位
商
工
会

　

岩
沼
市
商
工
会

　

丸
森
町
商
工
会

　

七
ヶ
宿
町
商
工
会

　

川
崎
町
商
工
会

　

加
美
商
工
会

　

遠
田
商
工
会

組
織
強
化
優
良
商
工
会

　

大
崎
商
工
会

果
、原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

第
六
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴

う
役
員
選
任
の
件
で
は
、
会
長
に

佐
藤
浩
氏
を
は
じ
め
、
十
八
名
の

役
員
を
選
任
し
た
。
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県
内
各
商
工
会
の
令
和
三
年
度

通
常
総
（
代
）
会
に
お
い
て
十
二

商
工
会
で
新
商
工
会
長
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

七
ヶ
宿
町
商
工
会
長

梅　

津　

政　

志

村
田
町
商
工
会
長前　

野　

一　

郎

柴
田
町
商
工
会
長大　

沼　

邦　

彦

川
崎
町
商
工
会
長鈴　

木　

正　

司

く
ろ
か
わ
商
工
会
長

佐
々
木　

久　

夫

大
崎
商
工
会
長

手
代
木　
　
　

悟

栗
原
南
部
商
工
会
長

千　

葉　

キ
ミ
子

若
柳
金
成
商
工
会
長

佐　

藤　

有　

一

登
米
中
央
商
工
会
長

熊　

谷　

敏　

明

み
や
ぎ
北
上
商
工
会
長

熊　

谷　
　
　

毅

女
川
町
商
工
会
長木　

村　
　
　

昇

本
吉
唐
桑
商
工
会
長

今　

野　

和　

好

新
会
長
の
ご
紹
介
（
敬
称
略
）

募集中登録事業所を ！

宮城県商工会連合会では、東日本大震災での風評被害やコロナウイルス関連による売上減

少の回復を図り、新商品や一押し商品等の新たな販路拡大を目指す県内食品製造業者等を

支援するため、スーパーマーケット等のバイヤーへと結ぶ、専用Ｗｅｂサイトを開設し、

サプライヤーの商品情報等をバイヤー向けにタイムリーに情報発信をする事により、事業

者皆様のマッチング機会と販路開拓をご支援します！

宮城県商工会連合会では、東日本大震災での風評被害やコロナウイルス関連による売上減

少の回復を図り、新商品や一押し商品等の新たな販路拡大を目指す県内食品製造業者等を

支援するため、スーパーマーケット等のバイヤーへと結ぶ、専用Ｗｅｂサイトを開設し、

サプライヤーの商品情報等をバイヤー向けにタイムリーに情報発信をする事により、事業

者皆様のマッチング機会と販路開拓をご支援します！

◆内　　容　
　専用Ｗｅｂによる商談サイトの開設

◆登録利用方法
　専用ユーザーＩＤ、ＰＡＳＳ付与により事業者
　情報・ＦＣＰ展示会・商談会シートを登録

◆登録対象
　県内商工会地域に事業所・工場等を有する
　食品製造加工事業者等

◆閲覧対象バイヤー先
　県内外スーパーマーケット・百貨店・旅館・
　ホテル・飲食店等

◆登録利用料
　無　料

本Ｗｅｂサイトの詳細や利用をご希望の方は、
ご加入の商工会までお尋ね下さい。
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問
い
合
わ
せ
が
増
加
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
ま
ま
商
談
に
繋
げ
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ

て
既
存
顧
客
に
対
し
て
も
新
商
品

の
紹
介
な
ど
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
可

能
と
な
り
、
新
規
・
既
存
顧
客
と

も
受
注
増
加
が
図
れ
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

今
後
も
更
な
る
認
知
度
の
向
上

を
目
指
し
、
チ
ラ
シ
等
も
活
用
し

な
が
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ

ス
数
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
畳

の
良
さ
を
発
信
し
続
け
、
売
上
増

加
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

り
、
住
宅
設
備
機
器
等
の
供
給
に

も
遅
れ
が
生
じ
、
住
宅
建
設
会
社

や
リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
か
ら
の
受
注

工
事
も
中
断
と
な
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
新
規
顧
客
の
獲
得
と

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
が
急
務
で
あ

る
と
考
え
、
持
続
化
補
助
金
の
活

用
に
よ
り
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
】

新
規
顧
客
を
開
拓
す
る
た
め
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
対
応
可
能
な
非
対

面
型
オ
ン
ラ
イ
ン
見
積
り
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
設
け

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
ペ
ー
ジ
に
は
弊
社

を
知
ら
な
い
お
客
様
に
も
、
会
社

の
概
要
や
取
り
組
み
、
仕
事
に
対

す
る
姿
勢
、
技
能
士
に
よ
る
施
工

等
に
つ
い
て
の
思
い
が
伝
わ
り
や

す
い
よ
う
に
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
等

に
よ
り
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
も
た
せ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
販
売
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
畳
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
方
法
や
交
換
時
期
、
お
客

様
の
悩
み
を
解
決
で
き
る
ペ
ー
ジ

を
設
け
、
快
適
か
つ
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
提
案

も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
事
業
実
施
に
よ
る
成
果
】

非
対
面
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
見
積

り
シ
ス
テ
ム
を
設
け
た
こ
と
で
、

お
客
様
が
気
軽
に
検
討
が
で
き
、

指導員の声
後継者が中心となり経営計画を

策定し取り組んだ事業であり、経営
計画の大切さを実感したと感想を
頂きました。今後の事業にも今回の
取組みが「考える経営」に繋がるい
い経験になったと思われます。
今後も商工会をうまく活用して

いただき、効果的な支援が出来るよ
う努めていきます。
みやぎ仙台商工会　渡邊　弘明

【
取
り
組
む
き
っ
か
け
】

弊
社
は
畳
製
造
業
と
し

て
、昭
和
六
十
二
年
創
業
、

平
成
十
二
年
に
法
人
成
り

し
、
現
在
で
は
畳
の
製
造

や
販
売
、
襖
・
障
子
・
網

戸
の
張
替
え
な
ど
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

昨
今
、
建
築
様
式
の

洋
風
化
に
伴
い
、
畳
の
需

要
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ

て
い
る
こ
と
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
と
し
た

広
告
宣
伝
等
も
行
っ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
一
般
住

宅
に
関
す
る
受
注
減
少
に

歯
止
め
が
効
か
な
い
状
況

に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
の
た
め
相
談
や
見
積
り・

現
場
調
査
に
関
し
て
も
対

面
に
よ
る
対
応
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
大
き
な
打
撃
を

受
け
て
お
り
ま
し
た
。

更
に
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
に
よ

【企業概要】
事業者名：有限会社コニシ 小西畳工店
代 表 者：小西　良彦
所 在 地：仙台市泉区天神沢

一丁目 16-５１
Ｔ Ｅ Ｌ：022-773-5956
Ｆ Ａ Ｘ：022-773-5957
Ｕ Ｒ Ｌ：https://konishi-
　　　　　　　  tatami.jp/

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト㉟

非
対
面
型
オ
ン
ラ
イ
ン
見
積
り
シ
ス
テ
ム
を
盛
り
込
ん
だ

Ｈ
Ｐ
の
開
設
に
よ
り
新
規
顧
客
の
開
拓
を
図
る

有
限
会
社
コ
ニ
シ 

小
西
畳
工
店（
み
や
ぎ
仙
台
）

制作したホームページ
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【
事
業
の
概
要
】

弊
社
は
、
十
二
室
の
小
規
模
施

設
な
ら
で
は
の
行
き
届
い
た
サ
ー

ビ
ス
と
料
理
が
好
評
の
「
松
島
プ

チ
ホ
テ
ル
び
す
と
ろ
ア
バ
ロ
ン
」

を
経
営
し
て
お
り
ま
す
。

松
島
の
ホ
テ
ル
の
中
で
は
異
色

な
欧
風
建
築
の
建
物
と
日
本
三
景

の
松
島
湾
が
展
望
で
き
る
客
室
で

旅
行
の
非
日
常
感
を
満
喫
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

【
課
題
と
各
種
制
度
の
活
用
】

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が

激
減
し
て
お
り
ま
す
が
、
元
々
松

島
観
光
は
昼
間
の
景
観
観
光
が
主

で
あ
り
、
宿
泊
先
が
都
市
部
に
流

れ
る
等
、
宿
泊
者
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に

は
『
宿
泊
す
る
場
』
の
価
値
向
上

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
外

の
『
場
』
に
価
値
を
創
出
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
、
次
の
補
助
事

業
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
行
い

ま
し
た
。

○
宮
城
県
宿
泊
施
設
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
転
換
支
援
事
業

館
内
を
改
修
し
て
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
ブ
ー
ス
と
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
ル
ー
ム
を
設
置
。
屋
外
へ
の
釜

戸
付
き
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
も
新
設
し

ま
し
た
。
ま
た
、
高
速
か
つ
多
台

数
で
も
安
定
接
続
で
き
る
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
６
を
導
入
し
ま
し
た
。

○
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
と
ウ
ォ
ー

タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
設
置
し
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
中
長
期
滞
在

や
ワ
ー
ク
時
の
快
適
な
環
境
を
整

備
し
た
ほ
か
、
事
業
再
開
枠
も
活

用
し
、
感
染
防
止
の
た
め
の
備
品

を
導
入
し
ま
し
た
。

【
商
工
会
と
の
連
携
】

地
元
商
工
会
の
職
員
や
宮
城
県

商
工
会
連
合
会
の
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン

グ
リ
ー
ダ
ー
に
補
助
金
申
請
時
の

計
画
策
定
の
み
な
ら
ず
、
省
エ
ネ

診
断
や
グ
ル
ー
プ
補
助
金
等
各

種
補
助
事
業
の
情
報
提
供
な
ど
、

様
々
な
支
援
を
頂
き
、
経
営
課
題

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
取
り
組
み
の
成
果
と
今
後
の
展
望
】

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
活
か

し
た
『
作
業
の
場
』
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
日
中
は
レ
ス
ト
ラ
ン

を
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
開
放
し
て
お
り
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
カ
ー
や
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
同

士
の
『
交
流
の
場
』
と
し
て
も
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
新
設

を
き
っ
か
け
に
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
と
連
携
し
た
『
楽
し
む
場
』

や『
体
験
す
る
場
』を
提
供
し
、「
一

日
で
は
楽
し
み
切
れ
な
い
松
島
観

光
」
を
創
出
す
る
こ
と
で
『
宿
泊

す
る
場
』
の
価
値
向
上
に
も
繋
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
な
働
き
方
を

始
め
た
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

感
染
の
抑
制
に
協
力
し
つ
つ
、
松

島
の
観
光
業
を
盛
り
返
し
て
い
く

一
助
に
な
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
に
求
め
ら
れ
る
『
場
』
と
し

て
新
た
な
価
値
を
創
出
し
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

レストランを活用したコワーキングスペース

新設したリモートワークブース

元気な事業所紹介

松島観光に新たなスタイルを提案
～コロナ禍の需要に対応して「場」の価値を創出する～

有限会社アバロン　代表取締役　新田　一修　氏
所 在 地：宮城郡松島町松島字三十刈26－21
電話番号：022－354－5777　ＦＡＸ：022－354－5772
ＵＲＬ：https://www.bistroabalon.com/

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合
TEL.（022）263-1265 FAX（022）267-2878

お 近 く の 商 工 会 へ

地震・津波・噴火 による損害に備え!！
住宅に限らず、店舗・事務所・工場など
新耐震基準である昭和 56 年６月以降の
「建物」が対象 ※火災共済の特約

火災、落雷、風災・雪災・雹災事故
などのほか、洪水・高潮・土砂崩れ
事故も補償範囲

火災・台風などによる事故はもちろん、
地震・津波・噴火 などにより建物が損害
を受け休業した場合の休業補償

地震危険補償共済自動車共済 その他共済医療・傷害共済
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宮城県よろず支援拠点チーフコーディネーターの佐藤創です。さて今回は、コロナ禍における「巣ごもり需要」や「自
粛疲れ」などの社会背景を踏まえた販売企画、商品作りについてお話しします。
飲食店においてはテイクアウトを開始したり、フィットネスジムではリモートのテレビ電話を使った指導サービスを

開始したりするなど、一定程度コロナ禍における需要変化に、企業側も対応をすることが定着してきました。
ただ、ほとんどの事業者が「コロナ禍での特殊ニーズに一時的に対応する必要はあるだろうが、コロナが落ち着けば

元に戻る」と思っていらっしゃいます。しかし長引くコロナ禍の影響はまだまだ収束の気配を見せません。これだけ長
く影響を受けたことにより、完全に以前のように戻るのかどうかもわかりません。
こうした状態においては「コロナ禍のニーズ変化をとらえた販売企画や商品・サービス展開をする」ことが経営者の

やるべき必須業務の１つになっていると考えます。
ひとまずコロナ特別融資やセーフティネット保証による融資等で資金供給を受けたので、「あとは落ち着くまで耐え忍

ぶだけ」で危機を乗り越えられるのでしょうか？
もちろん貯えがあれば耐えることはできるでしょうが、しかし競合他社はその間にコロナ禍に応じた新サービスを生

み出したり、テレワーク等の効率的な業務を定着させたりしているのです。コロナ禍という世界的な危機の状況ですが、
その間に「耐えるだけ」の事業者と、「できることに取り組み前に進んでいる」事業者との格差がものすごく大きくなっ
ているように感じます。
何もお金を使って設備投資をするという話ではありません。コロナ禍のニーズに応じて工夫した販売企画を検討する

ことが可能です。
当拠点の支援事例をいくつかご紹介します。

【衣料品卸売り事業者】
当社は旅館やホテルなどの衣料品売り場へ衣料品を卸しています。観光需要激減のためエンドユーザ直販を開拓しよ

うとＥＣを開設。しかし周知が進まず当拠点へ相談。当拠点では、メイン顧客であるシニア女性はネット通販を利用で
きない人が多いため、娘さんやご友人などにターゲットを設定。コロナ禍の外出自粛で衣料品の買い物がしにくいシニ
ア女性向けに「自宅でファッションショーしているかのような、試着や着回しを体験できる商品」として、「ステイホーム・
ファッションショー」を提案。プレゼントしたい方の好みやサイズを入力したカルテ情報を基に、当社のプロの目利き
が服をチョイスし、三〜十着のまとめ販売を実施。遠方の娘さんやご家族がお母さんへ、自宅でフィッティングしなが
らまるでファッションショーをしているかのような、ワクワク体験をお届け出来る商品として販売しました。

【老舗割烹旅館】
これまでの顧客は近隣工事等での長期宿泊者がメイン。観光等での宿泊客はGOTOキャンペーンで一時的に増加した

ものの、その後は不振となり、当拠点へ相談。当拠点では、遠方顧客の需要対応だけでは売上回復ができないため、感
染拡大防止に配慮し県内の近隣需要を新たに獲得するためのプランを提案。ホテル・旅館のデイユースプランでは、働
く方向けのワーケーションプランは多くあるものの、子育てさんに向けたワーケーションプランがないことに着目。子
育てだって仕事とみなし、近隣需要を取り込む「子育てさんだってワーケーションプラン」を開発。主に女性向けの会
席料理やチラシ写真撮影をご支援し、近隣需要の獲得に貢献しました。

当拠点は、「想いをカタチにする経営相談所」です。
経営のお悩み解決します。あなたのチャレンジ、本気でカタチにしませんか？

“想いをカタチにする経営相談所　宮城県よろず支援拠点の活用”

コロナ禍における社会背景を踏まえた販売企画、商品作り

●
ロ
ー
ソ
ン

●味の素

仙台ホサナ教会●

●ダイアパレス上杉

●イースタンビル

地
下
鉄
北
四
番
丁
駅

上
杉
山
通

小
学
校

作並街道

奥
州
街
道

至
仙
台
駅

宮城県商工会
連合会

サテライトオフィス上杉
（プロスペール本田3F）

サテライトオフィス上杉　仙台市青葉区上杉1丁目16－8（プロスペール本田　3階）

022-393-8044
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事業主の皆様へ
在籍型出向で従業員の雇用を守りませんか？

～出向元と出向先双方の事業主を支援する「産業雇用安定助成金」の活用をご検討ください～
新型コロナウイルス感染症の影響により、事業活動の一時的な縮小を余儀なくされた事業主の方が、
在籍型出向により従業員の雇用を維持する場合に、出向元と出向先双方の事業主を支援する「産業雇
用安定助成金」制度が創設されました。
在籍型出向を活用することで、従業員の方の雇用を維持できるだけでなく、出向した労働者の方の
新たな分野での人材育成にもつながり、出向後の更なる活躍に繋がったという声も聞かれます。
詳しくは以下にお問い合わせください。

在籍型出向について知りたい
出向の手続きについて知りたい

産業雇用安定センター宮城事務所
℡ 022-726-1826

宮城労働局職業対策課
℡ 022-299-8063

出向先企業を探したい

産業雇用安定助成金について知りたい

在籍型出向“基本がわかる”
ハンドブック

ＰＤＦは
←こちら
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令
和
三
年
度
通
常
総
会
が
去
る

五
月
七
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ

ス
仙
台
国
分
町
に
て
開
催
さ
れ

た
。審

議
に
先
立
ち
、
令
和
二
年
度

商
工
会
青
年
部
員
増
強
運
動
で
顕

著
な
成
績
を
収
め
、
且
つ
部
員
増

加
率
の
目
標
を
達
成
し
た
石
巻
か

ほ
く
商
工
会
青
年
部
に
対
し
表
彰

状
と
記
念
品
の
授
与
が
行
わ
れ

た
。議

案
審
議
で
は
、
令
和
二
年
度

事
業
報
告
、
令
和
三
年
度
事
業
計

画
等
の
五
議
案
は
、
原
案
通
り
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

選
任
の
件
で
は
次
の
方
々
が
新
役

員
に
選
任
さ
れ
た
。

令
和
三
年
度
宮
城
県
商
工
会
女

性
部
連
合
会
通
常
総
会
が
去
る
五

月
十
一
日
に
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
て
開
催
さ
れ
た
。

審
議
に
先
立
ち
、
令
和
二
年
度

商
工
会
女
性
部
員
増
強
運
動
で
顕

著
な
成
績
を
収
め
た
若
柳
金
成
商

工
会
女
性
部
に
対
し
表
彰
状
と
記

念
品
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
令
和
二
年
度

事
業
報
告
、
令
和
三
年
度
事
業
計

画
等
の
三
議
案
が
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

選
任
の
件
で
は
次
の
方
々
が
新
役

員
に
選
任
さ
れ
た
。

【
宮
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
新
役
員
】

（
敬
称
略
）

会
長　

塩
澤　

洋
子（
み
や
ぎ
仙
台
）新

副
会
長　

武
田　

篤
子（
岩
沼
市
）新

〃　

澁
谷
美
知
子（
利
府
松
島
）新

〃　

吉
木　

妙
子（
東
松
島
市
）新

理
事　

武
藤　

和
代（
丸
森
町
）新

〃　

山
田　

静
子（
村
田
町
）再

〃　

奥
山
ま
き
子（
く
ろ
か
わ
）新

〃　

斎
藤
せ
い
子（
加　

美
）再

〃　

畑　
　

博
子（
遠　

田
）新

〃　

菅
野　

厚
子（
若
柳
金
成
）新

〃　
佐
々
木
ち
ゑ
子（
み
や
ぎ
北
上
）新

〃　

島
貫　

洋
子（
女
川
町
）新

監
事　

小
野　

陽
子（
角
田
市
）新

〃　

佐
々
木
房
子（
河
南
桃
生
）新

頃
の
青
年
部
活
動
等
に
つ
い
て
熱

弁
を
振
る
っ
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、「
綱
引

き
を
通
し
て
変
わ
っ
た
地
元
へ
の

思
い
」
と
題
し
、
青
年
部
活
動
を

通
し
て
地
域
振
興
に
奮
闘
し
た
経

験
を
語
っ
た
、
三
陸
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
の
三
浦
慎
也
君
（
本
吉
唐

桑
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
八
月

二
十
六
日
に
山
形
市
で
開
催
さ
れ

る
主
張
発
表
東
北
六
県
・
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
本
県
代
表
と
し

て
出
場
す
る
切
符
を
手
中
に
収
め

た
。主

張
発
表
大
会
の
結
果
は
次
の

通
り
。

○
最
優
秀
賞

三
陸
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

三
浦　

慎
也
君（
本
吉
唐
桑
）

○
優
秀
賞

栗
原
・
登
米
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

佐
藤　

博
昭
君（
栗
原
南
部
）

【
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
新
役
員
】

（
敬
称
略
）

会
長　

千
葉　
　

光（
岩
沼
市
）新

副
会
長　

桑
原　

裕
也（
み
や
ぎ
北
上
）再

〃　

石
﨑　

成
治（
玉　

造
）新

〃　

新
貝　

英
歴（
蔵
王
町
）新

理
事　

大
槻　

信
也（
柴
田
町
）再

〃　

相
原　

克
洋（
岩
沼
市
）新

〃　

相
澤
慶
太
郎（
利
府
松
島
）新

〃　

中
澤　

拓
摩（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

）新

〃　

一
條
裕
太
郎（
遠　

田
）新

〃　

佐
藤　
　

健（
若
柳
金
成
）新

〃　

佐
々
木
和
広（
登
米
み
な
み
）新

〃　

宮
本　

晃
希（
石
巻
市
牡
鹿
稲
井

）新

監
事　

石
森　

正
訓（
み
や
ぎ
仙
台
）新

〃　

鹿
野　

健
一（
一
迫
花
山
）新

最
優
秀
賞
に
三
浦
慎
也
君

（
本
吉
唐
桑
）

︱
第
二
十
七
回
商
工
会
青
年
部

主
張
発
表
大
会
︱

商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
が
六

月
十
七
日
、
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー

ビ
ッ
グ
バ
ン
で
県
下
青
年
部
員
百

四
十
六
名
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
、
主
張
発
表
大
会
で
は
、
県
下

五
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
代
表
者
が
日

最
優
秀
賞
に
佐
藤
真
紀
さ
ん

（
丸
森
町
）

︱
第
二
十
回
商
工
会
女
性
部

主
張
発
表
大
会
︱

去
る
六
月
七
日
ホ
テ
ル
法
華
ク

ラ
ブ
仙
台
に
お
い
て
商
工
会
女
性

部
員
研
修
会
が
九
十
二
名
の
部
員

の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

女
性
部
主
張
発
表
大
会
で
は
、

五
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
女
性
部

活
動
等
に
つ
い
て
熱
弁
を
振
い
、

女
性
部
の
新
た
な
活
動
で
あ
る

「
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
用
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
チ
ェ
ア
作
り
」
を
通
し
、

部
員
同
士
の
親
睦
や
交
流
を
深
め

た
活
動
を
発
表
し
た
丸
森
町
商
工

会
の
佐
藤
真
紀
さ
ん
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
、
七
月
十
四
日
、
青
森

市
で
開
催
の
東
北
六
県
・
北
海
道

商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。な

お
、
主
張
発
表
大
会
の
結
果

は
次
の
通
り
。

○
最
優
秀
賞

仙
南
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

佐
藤　

真
紀
さ
ん（
丸
森
町
）

○
優
秀
賞

三
陸
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

須
田　

敦
子
さ
ん（
河
南
桃
生
）

千
葉
光
氏（
岩
沼
市
）を

会
長
に
選
任

︱
令
和
三
年
度
通
常
総
会
︱

通常総会での集合写真

新会長に就任した塩澤洋子氏

パフォーマンスを交え熱弁を振るう
三浦慎也氏

最優秀賞を受賞した佐藤真紀氏

新
会
長
に
塩
澤
洋
子
氏

（
み
や
ぎ
仙
台
）を
選
任

︱
令
和
三
年
度
通
常
総
会
︱


